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決 算 額 ２０ 千円 
事 業 名 ふれあい市民事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第６章 － １ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ２ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２０ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

①市長への手紙 
広聴活動の一環として，広く市民から市政への意見・提案等を聴取するため，｢市長

への手紙（はがき）｣を市役所及び市内各公共施設に設置した。 
寄せられた意見・提案及びその回答について，ホームページに掲載した。 

 
②ふれあい市民アンケート 
  迅速な市民意向の把握を行うため，200人程度の市民を登録し，アンケートを各年度
数回実施する。その結果を広報紙およびホームページにて公開する。 
 ※平成１７年度登録未実施 
 
③ふれあい市民懇談会 
市民一人ひとりの生の声を大切にし，市民と一体となったまちづくりを推進するた

め、市民と市長が直接意見を交換し合う市民懇談会を実施した。懇談会での意見・要望

及びその回答について，広報紙に掲載した。 
 
④とみさとふれあい講座 
市民の市政に対する理解を深め，市民参加の行政の推進を図るとともに，市民が進ん

で学習できる環境づくりの実現を図るため，市民団体等の求めに応じて市が職員を説明

員として派遣し，市政に関する情報提供や講習等を行った。 

 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 

 

①市長への手紙 
・設置場所…市役所，日吉台出張所，中部ふれあいセンター，保健センター，中央公民館、 

福祉センター、図書館、郵便局（富里，七栄，十倉，日吉台）  
・印刷部数…｢市長への手紙｣のはがき 1,000枚 

・はがきによる意見等の受付数 61件 

 
③ふれあい市民懇談会 
・4月、10月（年 2回）に開催 
・延べ 19人が参加し、23件の意見等があった。 
 
④とみさとふれあい講座 
・24講座の申請があり、延べ 627人が参加した。 
・制度を充実し、より多くの市民の利用が図られるよう、平成 18年 3月末に講座メニュ
ーの改正を行った。 
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決 算 額 ３９９ 千円 

事 業 名 ホームページ充実事業 
国 支 出 金  千円 

主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金  千円 
地 方 債  千円 

基本計画施策体系 第６章 － １ 
そ の 他  千円 

款 項 目 ２ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ３９９ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 ホームページを通じての情報発信は，広報紙面と比べ情報量の制約が少ないことや迅速

な情報提供の面で優れています。 

迅速に情報を提供するためには、情報発信者である各部署でのホームページ作成が必要

となってきます。 

平成 17年度は企画課内に簡便にホームページの作成ができるシステムを導入し、操作

性の検証を行いました。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
年間更新回数 282件 
アクセス数  193,277回 

  
 

 

決 算 額 ２３ 千円 
事 業 名 男女共同参画推進事業 

国 支 出 金  千円 

主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第１章 － ８ 

そ の 他  千円 

款 項 目 ２ 款 １ 項 ７ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２３ 千円 

〔事業概要及び成果〕 

 

 

 

 

男女共同参画計画に基づき，人権が尊重され，女性も男性も真に対等なパートナーとし

て，いきいきと能力と創造性を発揮し，意欲と責任をもって参加することのできる社会づ

くりを目指し，啓発紙の発行，講座の開催等をしました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 

 

 

◎とみさと男女共同参画情報誌第10号の配布 

◎「女性に対する暴力をなくす運動」の配布 

◎再就職セミナーを開催 11／8・9 中央公民館（延べ16人参加） 
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決 算 額 ９８ 千円 
事 業 名 行政改革推進事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第６章 － ３ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ２ 款 １ 項 ７ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ９８ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

第 2次行政改革大綱及び行動計画に基づき進行管理を行うとともに，行動計画を95項目（前
年度90項目）にしました。 

また，新たに平成21年度を目標とした「富里市集中改革プラン」を策定しました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 

◎行政改革懇談会の開催       3回 

◎行政改革推進本部会議の開催    3回 

◎行政改革推進委員会の開催     2回 

◎平成17年度行動計画数 95項目  削減効果額 約26,800万円（平成14年度比） 

 

 

 

決 算 額 １，７６８ 千円 
事 業 名 外国語推進事業 

国 支 出 金  千円 

主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金 ７３０ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第１章 － ９ 

そ の 他  千円 

款 項 目 ２ 款 １ 項 ７ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，０３８ 千円 

〔事業概要及び成果〕 

 

 

 

 

 

平成16年度に設置された富里市外国語推進協議会の答申を受け，具体的に展開するため，

富里市外国語推進事業実施協議会が設置され，具現化する事業として「とみさとザ・ワー

ルド・キッズ」が提唱されました。 
１７年度は市内８小学校区のうち３地区（日吉台小・七栄小・南小）でパイロット事業

を展開しました。各地区で運営委員が企画運営の主体となり，楽しく生きた英会話活動を

実施しました。 
このパイロット事業の事業評価に基づき，事業内容の一層の充実を図ると伴に，諸問題

を改善し，今後市内全域での事業展開を推進します。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 

 

 

 

◎外国語推進事業実施協議会 1回 

◎拡大実施協議会（実施協議会委員・地区運営委員長）３回（内研修会１回） 

◎サポートチーム会議 ５回 

◎講師養成講座 １回（参加者２７名） 

◎異文化交流体験プログラムの開催 １回（参加者31名） 

◎とみさとザ・ワールド・キッズ報告会 

◎各地区運営委員会活動実績 

 ・富里南小学校区 ７月23日～９月３日 参加児童14人 

 ・日吉台小学校区 ６月28日～９月27日 参加児童46人 

 ・七栄小学校区  ７月25日～11月23日 参加児童40人 
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決 算 額 １１，５３５ 千円 
事 業 名 循環バス運行事業 

国 支 出 金  千円 

主 管 課 総務部 企画課 県 支 出 金 ５，５００ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － ２ 

そ の 他  千円 

款 項 目 ２ 款 １ 項 ７ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ６，０３５ 千円 

〔事業概要及び成果〕 

 

 

 

 

 

平成14年９月より，路線バスが運行されていない交通空白地域について，高齢者等の通

院や買物などの日常生活における移動手段を確保することを目的とし，本運行を開始しま

した。 

平成17年度は，愛称募集により決定した『さとバス』に名称を改め，運行しました。 

 また，両国・八街線の路線バス廃止に伴う交通空白地域の対応のため，高松循環で八街

方面に延長し，葉山循環と十倉循環を統合することで一日の運行距離の調整を行い運行し

ました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 

 

 

 

◎期間   4月1日から3月31日（日・祭日を除く246日間） 

◎ルート等 4ルート（新橋７便・根木名４便・十倉３便・高松３便）17便 

        ※4月1日のみルート改正前のため5ルートで運行 

◎利用者  総利用者数16,078人 １日当り65人 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

決 算 額 ２，４８４ 千円 
事 業 名 市有防犯灯整備事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 総務部  総務課 県 支 出 金 １，２４０ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ７ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ２ 款 １ 項 10 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，２４４ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 市内主要道路や通学路等に市で防犯灯を設置し，夜間における犯罪防止を図りました。 

 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 ◎市有防犯灯新設設置工事 55灯 
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決 算 額 ３，０３６ 千円 
事 業 名 老人日常生活用具給付事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金 １１２ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ３ 

そ の 他 １ 千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２，９２３ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 心身または身体に不安を抱えているおおむね65歳以上のひとり暮らしの方に,電磁調理

器の給付や老人用電話の貸与及び緊急通報装置の貸与をすることにより,日常生活の便宜

を図ることができました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

◎老人用電話貸与     実績  ２台 
◎緊急通報装置貸与者数      69人 
◎緊急通報装置設置台数  新規   3台 

〔備考〕 
 平成 18年度から事務の所掌が高齢者福祉課へ移行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決 算 額 ４，７７８ 千円 
事 業 名 防災行政無線整備事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 総務部  総務課 県 支 出 金   千円 

地 方 債 ４，７００ 千円 
基本計画施策体系 第４章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ２ 款 １ 項 11 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７８ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

 地域防災計画に基づいた，防災行政無線の難聴地域への災害発生時の円滑な情報連絡体

制の確保のため，高松地区へ防災行政無線の整備を行いました。 

 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 ◎富里市防災行政無線屋外子局設置工事（高松地区） 1基 
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決 算 額 ４，７１７ 千円 
事 業 名 ねたきり老人等紙おむつ給付事

業 国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金 ５６７ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ３ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ４，１５０ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 在宅のねたきり老人等に紙おむつの給付をすることにより,介護者及びその家族の経済

的・精神的な負担の軽減を図ることができました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

◎ねたきり老人等おむつ給付事業 
・給付者数  181人（内新規 34人） 
・給付総枚数 52,620枚 

〔備考〕 
 平成 18年度から事務の所掌が高齢者福祉課へ移行 

 

 

 

決 算 額 ５，６６８ 千円 
事 業 名 移送サービス事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ３ 

そ の 他 ２８１ 千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ５，３８７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

 在宅のねたきり，または車いすを利用している老人等が，居宅と在宅福祉サービスを提

供する場所や医療機関等の場所との間を一般の交通機関を利用して移動することが困難

な方に対して移送サービスを提供することにより，家族の負担軽減と老人福祉の向上を図

ることができました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 

◎貸出し用リフト車利用者実人数 13人  年間走行距離 2,567km 
◎市社会福祉協議会業務委託（専用車両での開始は平成 14年６月から） 
  ・利用登録者数     80人 
  ・サービス提供日数  241日 
  ・利用総回数    1,014回（往復 986回・片道 26回） 

〔備考〕 
 平成 18年度から事務の所掌が高齢者福祉課へ移行 
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決 算 額 １，２８７ 千円 
事 業 名 障害者（児）紙おむつ給付事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ４ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ４ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，２８７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

在宅の重度心身障害者及び重度心身障害児に紙おむつ等を給付することにより，その世帯の

経済的，精神的負担の軽減を図りました。 
◎給付対象者 
 ①身体障害者手帳 1級又は 2級の障害のある 4歳～65歳未満の者で，居宅において紙おむ

つを使用している方。 
 ②知的障害と判定され療育手帳の交付を受け，その程度が○A ，○A の１，○A の２，Aの１，

Aの２と判定された 4歳～65歳未満で，居宅において紙おむつを使用している方。 
③その他，福祉事務所長が特に必要と認めた方。 
◎給付方法・・・委託事業者が現物を給付 
◎給付枚数・・・原則として月 60枚を上限とする 
◎種  類・・・紙おむつ（M・L），パンツ式紙おむつ（S・M・L・LL），尿取りパット 
 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 ◎平成 17年度対象者・・・27名 
 

 

 

決 算 額 １，３２１ 千円 
事 業 名 福祉タクシー助成事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ４ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ４ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，３２１ 千円 
〔事業概要及び成果〕 

 市内に住所を有する重度心身障害者が外出のためタクシーを利用する場合に，年間 24
回まで（人工透析療法を受けている方は年間 48回まで）利用１回につき 1,000円を限度
額として，乗車料金の２分の１の額を助成し，障害者の外出促進を図りました。 
◎給付対象者 
 ①身体障害者手帳 1級又は 2級の障害のある方。ただし，視覚障害者，下肢又は体幹機能障

害者にあっては３級以上の方。 
 ②知的障害と判定され療育手帳の交付を受け，その程度が○A ，○A の１，○A の２，Aの１，

Aの２と判定された方。 
 ③精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で，その程度が１級の方。 
 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 

 

◎利用件数 延1,373件 

◎協力タクシー会社 18社 
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決 算 額 ６，０００ 千円 
事 業 名 障害者地域生活推進事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 社会福祉課 県 支 出 金 ４，５００ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ４ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ３ 款 １ 項 ４ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，５００ 千円 
〔事業概要及び成果〕 

 障害者への地域での生活支援の取組みを検討し，市内及び周辺地域において地域生活支

援(相談支援，ケアマネージメント，サービス提供体制等)の仕組みを段階的に向上させて

いくことを目的とします。 

施設や居宅支援事業者との連携を強化し，様々な障害を持たれている方のニーズ等につ

いての情報交換や情報提供などを実施するために，関係機関を構成員とする連絡調整会議

を設置しました。 

これにより，関係機関とのネットワークが構築され個別ケースや諸問題への解決に向け，

連携体制の強化が図られました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 

 

◎連絡調整会議を設置 
委員…各種障害福祉サービス事業者，各種福祉団体，富里市社会福祉協議会，富里市

ボランティアセンター，県立富里養護学校，市役所など 

◎会議実施回数…２回（第１回開催 平成１７年１２月２０日  第２回開催 平成１８年３月１７日） 

◎アンケート調査 

実施内容…アンケート結果の報告（事業者等に対し実施…１９事業所に配付／１３事業所回答有り）  
     個別ケースの検討（３件…身体障害者【男性】・知的障害者【男性】・障害児【女性】） 

     各機関の活動報告等 

◎相談支援の実施 

    電話相談―35件   訪問相談―36件   窓口対応―25件 

    連絡調整等―6件 

 

 

決 算 額 １６，８７３ 千円 
事 業 名 放課後児童健全育成施設整備事

業 国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部社会福祉課 県 支 出 金 ８，６６６ 千円 

地 方 債 ４，６００ 千円 
基本計画施策体系 第２章 － ２ 

そ の 他 ３，０００ 千円 
款 項 目 ３ 款 ２ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ６０７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校低学年の児童等に，授業の終了後に適切

な遊びと生活の場を提供するため，市立根木名小学校に学童クラブを設置しました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 

◎ 根木名学童クラブ 
・構造 軽量鉄骨 平屋建 
・延床面積 115.02㎡ 
・開設 10月１日 
・入所者 ３名（３月末日現在） 
・根木名学童クラブ運営委員会へ委託 
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決 算 額 ９０２ 千円 
事 業 名 子育て支援事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部社会福祉課 県 支 出 金 ３２５ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ２ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ３ 款 ２ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ５７７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

 地域の子育ての拠点である全ての認可保育所が，子育て支援センターとしての機能を発

揮できるよう支援しました。 
 また，新たに「とみさと子育て応援ブック」を作成し，掲載されている各幼稚園・保育

園等の関係機関に配布，さらに，窓口において保育園関係や児童に関する各種手当等で来

られている方に配布し，子育て支援の情報誌として活用されています。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

◎富里保育園へ補助 300,000円 
◎こひつじ保育園へ補助 350,000円 
◎子育て応援ブック 1,600冊作成 

 
 
 

決 算 額 ２１２，１０８ 千円 
事 業 名 葉山保育園園舎改築事業 

国 支 出 金 ３３，１０２ 千円 
主 管 課 健康福祉部社会福祉課 県 支 出 金  千円 

地 方 債 １７０，３００ 千円 
基本計画施策体系 第２章 － ２ 

そ の 他 ８，６００ 千円 
款 項 目 ３ 款 ２ 項 ５ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １０６ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 老朽化した園舎の整備により保育環境の改善を図り，特別保育事業の一層の充実を目的

に園舎の増改築を実施しました。また、新たに０歳児保育をできるように建設しました。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

・鉄骨 平屋建 1408.9㎡ 
・17年度進捗率 50% 
・定員 100名 
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決 算 額 ３，１６９ 千円 
事 業 名 成田市急病診療所運営事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 健康推進課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 １ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ３，１６９ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 地域の救急救命医療機関と連携した地域住民に利用しやすい一次救急医療体制の拠点

施設として整備が行われており，富里市民も利用していることから，診療所の運営の円滑

化のために，その運営経費の一部を負担しました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 

◎成田市急病診療所利用状況 
 負担金対象算定期間（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 
 全体診療者数 6,096人 
 うち富里市民   727人 
※平成 17年度利用状況（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 
 全体診療者数 6,950人 
 うち富里市民  761人 

 

 

 

決 算 額 ２４，９６３ 千円 
事 業 名 予防事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 健康推進課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 １ 項 ２ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２４，９６３ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

 病気（感染症）を予防するため予防接種を実施し，病気の蔓延を防ぎました。また，個

別の予防接種については，郡内で相互乗り入れを行い体制の整備を図りました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          対象者数      実施人数  受診率 
・日 本 脳 炎  2,223人       332人    14.9％ 
・三 種 混 合  1,588人      1,876人   118.1％ 
・二 種 混 合   449人       380人    84.6％ 
・麻  し  ん   486人       398人    81.9％ 
・風  し  ん   731人       713人    97.5％ 
・ポ  リ  オ   954人       769人    80.6％ 
・インフルエンザ（65歳以上） 6,769人   3,635人    53.7％ 
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決 算 額 １，８６９ 千円 
事 業 名 結核対策事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 健康福祉部 健康推進課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第 2章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，８６９ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

 依然なくならない結核に対して，BCG 予防接種，結核検診，結核精密検査を実施し，
結核予防に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

            対象者数     実施人数   受診率 
 
 
 

◎BCG予防接種  幼児：  460人     439人   95.4％ 
◎結核検診          17,085人    5,506人   32.2％ 
◎結核精密検査          115人      91人   79.1％ 

 

 

 

決 算 額 １５，５１９ 千円 
事 業 名 母子衛生事業 

国 支 出 金 ７７ 千円 
主 管 課 健康福祉部 健康推進課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 １ 項 ４ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １５，４４２ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 母子保健法に基づき，次代を担う子供が健やかに生まれ育つため，各種健診等の実施に 
努めました。また，受診者への個別通知や個別訪問等を行い，受診率の向上及び子育てに

関する不安の解消等に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 

◎健診受診状況      対象者数  受診者数  受診率 
 ・乳児健診     … 403人 … 388人   96.3％ 
 ・１歳６か月児健診 … 423人 … 396人   93.6％ 
 ・３歳児健診    … 456人 … 415人   91.0％ 
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決 算 額 ９３，２３８ 千円 
事 業 名 老人保健事業 

国 支 出 金 ８，３２３ 千円 
主 管 課 健康福祉部 健康推進課 県 支 出 金 ８，７７３ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第２章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 １ 項 ５ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７６，１４２ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 老人保健法に基づき，成人病等の疾病の早期発見と予防のため，各種検診及び保健事業

を実施しました。 

 受診者への個別通知等を行い，受診率の向上に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎検診受診状況    対象者数   受診者数   受診率   要精検者数 
 ・基本健康診査   10,610人   7,424人   70.0％ …  2,084人 
 ・肺がん検診    10,610人   5,381人   50.7％ …   111人 
 ・胃がん検診    12,786人   4,151人   32.5％ …   198人 
 ・大腸がん検診   16,765人   2,284人   13.6％ …   130人 
 ・子宮がん検診   15,341人   3,031人   19.8％ …    15人 
 ・乳がん検診    10,939人   2,954人   27.0％ …   205人 
 ・前立腺がん検診   9,963人   2,031人   20.4％ …   169人 

 

 

 
決 算 額 １２，１９１ 千円 

事 業 名 小型合併処理浄化槽補助事業 
国 支 出 金 ３，０５７ 千円 

主 管 課 経済環境部 環境課 県 支 出 金 ３，８６７ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ４ 

そ の 他  千円 

款 項 目 ４ 款 １ 項 ７ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ５，２６７ 千円 

〔事業概要及び成果〕 

 

 

河川の水質悪化の主原因が家庭からの雑排水となっているため，市は補助金制度を導入

し合併処理浄化槽の設置に努め，高崎川及び利根川等の河川並びに印旛沼の水質保全に努

めました。 

〔事業規模等〕 

 通常型５人槽      240千円×23基   5,520千円 

転換 ５人槽      354千円× 2基    708千円 

    ６・７人槽    411千円× 5基   2,055千円 

 高度型５人槽      444千円× 2基    888千円 

 転換補助        180千円× 9基   1,620千円 

 蒸発拡散装置補助    200千円× 7基   1,400千円 
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決 算 額 ２１，７９１ 千円 
事 業 名 ごみ処理施設建設事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 経済環境部 環境課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ３ 

そ の 他 ２１，０００ 千円 
款 項 目 ４ 款 ２ 項 ３ 目 

財 源

内 訳 

一 般 財 源 ７９１ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
昭和 53年のごみ焼却施設稼動以降，人口増加によるごみ量の増加，生活形態の変化による
ごみ質の変化，広域的処理の推進など，ごみを取り巻く状況は大きく変化し，これらに対応

することが必要となっていることから，同様な課題をもつ成田市と共同で新焼却施設を建設

するとともに，現在の最終処分場は，飽和状態となっていることから新たな最終処分場を建

設する。 
また，循環型社会に対応した，新たなリサイクルセンターを建設する。 
平成 17年度は，成田市･富里市の新たな一般廃棄物焼却施設の整備及び運営管理に係る基

本協定書の締結，新清掃工場に係る千葉県環境影響評価(環境アセスメント)の実施，新焼却

施設の共同整備に向けた協議，検討の実施，一般廃棄物最終処分場建設に伴う調査設計業務

の委託を行い，資源循環型社会形成の推進を図りました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
◎一般廃棄物中間処理施設検討委員会 １回 

◎新清掃工場機種選定委員会     ８回 

◎環境施設建設予定地の維持管理   ３回 

 

決 算 額 ２,０８７ 千円 
事 業 名 美化推進事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 経済環境部 環境課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ３ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ４ 款 ２ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２,０８７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 市制施行の４月から，道路の里親制度（アダプトプログラム）を導入し，一定区間の道

路を市民や事業者からなるボランティア（「里親」）に，道路の散乱ごみの収集など，清掃・

美化活動を行ってもらい，環境美化に対する市民の意識の高揚を図るとともに，環境美化

活動を推進しました。 
また，ごみの散乱防止と再資源化促進の普及啓発を目的に，市内一斉ごみゼロ運動を実施

しました。 
美化推進活動として，ポイ捨て防止を訴えるため，回収ボックスや市内各所に花の植栽を実

施しました。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

◎アダプトプログラム 
・登録団体  63団体 
・登録者数   612名 
・実施距離  67,290ｍ 
◎ごみゼロ運動 
 ・収集量  23,900㎏ 
◎美化推進活動 
 ・回収ボックス 14箇所 
・花の植栽 12箇所 
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決 算 額 ２００ 千円 
事 業 名 農業農村男女共同参画チャレン

ジ支援事業 国 支 出 金  千円 
主 管 課 経済環境部 産業経済課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第３章 － １ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ５ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２００ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

本市の女性農業者が農業経営に主体的に参画するとともに，政策・方針決定過程への 

参画を目指す「上」へのチャレンジの実現のため，女性の能力の活用の場の拡大，次世代 

の女性リーダーの育成，出産・子育て期の女性の労働軽減等に関する啓発等を行い，女性

と男性が共に社会に貢献することができる男女共同参画社会・女性に魅力ある農村社会づ

くりの推進を図りました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 

◎農業男女共同参画推進事業協議会 委員23人 

・協議会(地域検討委員会)の開催  1回 

  ・農業男女共同参画啓発講座「家族経営協定」の開催 参加者25名   

・先進地視察研修会（茨城県つくば市） 参加者12名 

・共同参画意識啓発用パンフレット作成 

・家族経営協定締結者 5組 
 

 

 

決 算 額 ２，４８７ 千円 
事 業 名 経営体育成支援事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 経済環境部 産業経済課 県 支 出 金 １，７４０ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第３章 － １ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ５ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７４７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 農協等が中核農家への貸し付けることを目的として設置するパイプハウス等に対し補

助を行うことにより，施設化を促進し，生産の安定と品質の向上，農家の安定的経営が図

られました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

経営体育成支援リース事業補助金 

◎パイプハウス設置 12棟（3,276㎡）  対象農家4戸                
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決 算 額 ３３，３７８ 千円 
事 業 名 県営畑地帯総合整備事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 経済環境部 産業経済課 県 支 出 金  千円 

地 方 債 １３，２００ 千円 
基本計画施策体系 第３章 － １ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ５ 款 １ 項 ５ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２０，１７８ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 畑地帯の暗渠排水，用排水整備，農道整備を総合的に実施し，農業生産基盤の整備を図

りました。 

 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎北総中央Ⅰ期地区（高崎川水系） 25,312千円 
  ・畑地排水 A＝19.2ha，  暗渠排水 A＝1.3ha， 
  ・実施設計一式， 地上権・用地買収等一式 
   
 
◎北総中央Ⅱ期地区（木戸川，境川水系） 4,790千円 
 ・排水路 Ｌ＝48ｍ 
・実施設計一式， 測量・土質調査一式 
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決 算 額 ８６，９８７ 千円 
事 業 名 道路維持補修事業 

国 支 出 金 １９，６００ 千円 
主 管 課 都市建設部 建設課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － ２ 

そ の 他 ９，０００ 千円 
款 項 目 ７ 款 １ 項 ２ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ５８，３８７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

 日ごろより生活道路として利用される老朽化した市道の道路，道路排水施設の維持補修

工事を実施し，市民生活の向上に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎主要な道路維持補修工事 
●市道 1－0224号線 側溝布設替工事 4，410千円  
側溝布設替 延長 122m 集水桝設置２箇所 舗装工 405.9 ㎡ 

 
●市道 01－002号線 排水対策工事 2，394千円  
側溝設置 U500×500延長 42m U300×600延長 2m 集水桝設置 ３箇所 

 
●市道 01－011号線 舗装修繕工事 2，573千円  
舗装修繕 延長 120m 幅員 6.35～6.70m 面積 783㎡ 

 
●市道 5－0053号線  排水整備工事  １,785千円 
塩ビ管布設 径 250 延長 53.5m 0号人孔 １基 集水桝 １基 

 
●市道 3－0213号線  排水整備工事  2,835千円 
側溝布設 U300 延長 59m 塩ビ管布設 径 100 延長 13.7m 集水桝１箇所 

 
●市道 1－0071号線 舗装修繕工事 1，764千円 
舗装修繕 626㎡ 交通安全施設工 １式 

 
●十倉地先排水対策工事 2，783千円 
排水管布設 延長 130m 集水桝設置 １箇所 ２号人孔設置 １基 

 
●市道 4－0120号線 排水対策工事 3,360千円 
コルゲート管布設 延長 17m ボックスカルバート 延長 5.5m 

 
●市道 01－002号線 舗装修繕工事 1，260千円 
舗装修繕 591㎡ 

 
●その他 73 件 

 
◎主要な委託料 
●跨道橋耐震補強工事委託料 28,711千円 

跨道橋落下防止補強工事(東関東自動車道に架る)３箇所  
第一高松橋，新囲橋，古山橋 
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決 算 額 １２１，１４６ 千円 
事 業 名 道路改良事業 

国 支 出 金 ４３，５５０ 千円 
主 管 課 都市建設部 建設課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － ２ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ７ 款 １ 項 ３ 目 

財

源

内

訳 
一 般 財 源 ７７，５９６ 千円 

〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

住民生活において，毎日利用することが欠かせない通勤，通学，買物道路など生活

基盤道路の環境整備に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎主要な道路改良等 
●市道 01－006号線道路改良工事 56,222千円 
   七栄及び立沢地区の幹線市道である 01－006号線について，道路改良工事を 

Ｌ＝346ｍ実施しました。 
 
●市道 01－006号線用地購入費 9,204千円 
   道路改良工事のための用地として 368㎡を購入しました。 
 
●市道 01－006号線物件補償費 5,205千円 
   道路改良工事のための物件補償を 3件実施しました。 
 
●市道 01－003号線道路改良工事 22,365千円 
   七栄地区より久能地区に至るバス路線である市道 01－003号線をＬ＝436ｍ整

備し，本年度で全線に渡り完成しました。 
 
●市道 01－002号線道路改良工事 4,515千円 
   久能地区より日吉倉地区に至るバス路線である市道 01－002号線をＬ＝145ｍ

整備しました。 
 
●富里南小学校通学路拡幅工事 4,830千円 
   富里南小学校の通学路である市道 01－012号線を L＝80m整備し，交通安全対

策の推進に努めました。 
 
●富里養護学校通学路拡幅工事 4,253千円 
   富里養護学校の通学路である市道 02－001号線を L＝80m整備し，交通安全対

策の推進に努めました。 
 
●その他の工事等 14,552千円 
   上記のほか，整備優先度の高い幹線市道・生活道路等について，道路改良工事・

用地買収・その他委託等を実施し，推進を図りました。 
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決 算 額 ８，５６８ 千円 
事 業 名 交通安全施設整備事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 都市建設部 建設課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － ２ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ７ 款 １ 項 ４ 目 

財

源

内

訳 
一 般 財 源 ８，５６８ 千円 

〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

市民が安心して通行できる道路環境を確保するため，計画的にカーブミラーやガー

ドレール等の交通安全施設を整備するとともに，維持管理に努めました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎主な交通安全施設整備 

・カーブミラー新設 ８基 
 ・カーブミラー補修 ４基 
 ・道路標識補修 ６基 
 ・ガードレール新設 １箇所 
 ・ガードレール補修 ５箇所 
 ・その他 区画線及び車止め，ポストコーンの設置や道路照明の補修など 
 ・保険対応 カーブミラー３基，標識８基 
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決 算 額 ２０５，５３０ 千円 

事 業 名 七栄新木戸地区土地区画整理事業 
国 支 出 金 ６２，０００ 千円 

主 管 課 都市建設部 区画整理課 県 支 出 金 １３，４１３ 千円 
地 方 債 ４１，３００ 千円 

基本計画施策体系 第５章 － １ 
そ の 他 ７０，０００ 千円 

款 項 目 ７ 款 ２ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １８，８１７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

土地区画整理事業により公共施設の整備を行い，市の玄関口として相応しいまちづくり

を行う。 
南新木戸地区については，期間の延伸等事業計画を変更しました。また，一部仮換地の

使用収益を開始し，一箇所の保留地（21,334,418円 A＝398.03㎡）を処分しました。 
北新木戸地区は，一部仮換地の使用収益を開始し，大型商業施設が進出しました。また，平

成１８年度事業に向けて，一部の仮換地を指定しました。 
 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●委託料 29,052千円 
・南新木戸補償調査業務委託 6,300千円 

H１８移転対象物件（店舗） 
・北新木戸補償調査業務委託 5,145千円 

H１８移転対象物件（住宅，工作物等） 
・北新木戸確定測量業務委託 3,696千円 
約５．８ｈａ測量，境界杭設置等 

・その他の委託 13,911千円 
不動産鑑定，交差点協議図面作成，画地確定（設置）測量業務等 

 
●工事請負費 172,247千円 
・南新木戸地区内工事（その 1） 2,369千円 
  造成工 81ｍ 道路工 24ｍ 
・南新木戸地区内工事（その 2） 7,770千円 

造成工 Ａ＝1,500㎡  道路工 L=38m(側溝) ，L=52m(歩道) 雨水工 Ｌ＝48m 
・北新木戸地区内工事（その２） 25,200千円 
  道路工 １９９ｍ（上層路盤まで） 
・北新木戸地区内工事（その３） 14,011千円 

道路工 73.2ｍ 
・北新木戸地区内工事（その４） 13,622千円 
  道路工 113ｍ(上層路盤まで) 
・北新木戸地区内工事（その６） 20,912千円 
  道路工(舗装工) 307ｍ 区画線一式 
・その他の工事 88,363千円 
  造成工，道路工，水道工等 
 
●補償金 3,976千円 
・北新木戸移転補償 3,731千円 
  工作物等移転補償 ２件 
・南新木戸移転補償 245千円 
  架空線移設 
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決 算 額 １，９４３ 千円 
事 業 名 まちづくり事業 

国 支 出 金 １，４００ 千円 
主 管 課 都市建設部 建設課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － １ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ７ 款 ２ 項 ３ 目 

財

源

内

訳 
一 般 財 源 ５４３ 千円 

〔事業概要及び成果〕 
 
 
 

七栄新木戸土地区画整理事業にあわせ，「にぎわい核」としての機能を早期に発揮さ

せるため，まちづくり交付金事業を活用し，交通広場，公園，雨水排水などの都市基

盤整備を実施する。 
土地区画整理事業により整備される交通広場については，富里ＩＣ近接地という立

地を活かしたパークアンドバスライドによる高速バスの利便性の向上と高速バスの拡

充を図るものであり，平成 17 年度はバス事業者と十分に協議を行いながら，実際の
高速バス乗り入れを踏まえた交通広場の施設設計を行いました。 

 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 ●交通広場設計業務委託料 1,943千円 

 

 

 

決 算 額 ３２，６５１ 千円 
事 業 名 七栄・葉山線整備事業 

国 支 出 金 １５，９５０ 千円 
主 管 課 都市建設部 都市計画課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第５章 － ２ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ７ 款 ２ 項 ４ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １６，７０１ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

本路線は，葉山地区より都市計画道路 3・4・20号成田・七栄線へ接続する都市計画道
路で，成田空港南部，富里市及び成田市を結ぶ補助幹線道路として整備するもので，国道

296号の渋滞を解消し交通の円滑化を図る。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎道路建設工事  32,651千円 
・本体工事(L=406m W=16m 2車線) 
 ・付帯工事（現道とのすり付け工事） 
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決 算 額 ２，２４７ 千円 
事 業 名 救急救命士養成事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 消防本部 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ８ 款 １ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２，２４７ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

救急搬送途上における応急処置の充実を図り，傷病者の救命率を向上させるため，救急

救命士を勤務体制に対応できるように計画的に養成しました。 

救急救命士養成は，心肺停止傷病者の救命効果の向上と救急業務の高度化に大きな成果を

もたらしました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎平成17年度救急救命士 １名養成 

・救急救命士養成研修（救急救命東京研修所）４／４～９／26 

・救急救命士国家試験合格 

◎就業前病院実習    １人参加 

◎気管挿管病院実習   ２人参加 
◎消防学校入校研修等  ２人参加 

 

 

決 算 額 １，５１２ 千円 
事 業 名 携帯用119番受付電話機 

設置事業 国 支 出 金  千円 
主 管 課 消防本部 県 支 出 金 ７５０ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第４章 － ５ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ８ 款 １ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７６２ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 携帯電話からの１１９番通報は代表消防本部により受信し，管轄消防本部に転送してい

ましたが，管轄消防本部で直接受信できるように，受信システムを変更しました。 

このシステム移行により，代表消防本部を経由することなく直接受信できるため，消防

業務の遂行に大きな成果が得られました。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 

◎消防本部通信指令室及び通信機械室内設置工事 
  ・基本装置一式 
  ・電話機２台 
  ・自動通話録音装置２台 
  ・地図検索装置一式 
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決 算 額 ９，５６２ 千円 
事 業 名 外国人英語講師招致事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 教育委員会 学校教育課 県 支 出 金  千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第１章 － ４ 

そ の 他 １６０ 千円 
款 項 目 ９ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ９，４０２ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

外国語指導助手（ＡＬＴ）を中学校に配置し，中学校英語での「聞くこと」「話すこと」

の音声によるコミュニケーション能力の育成が図られた。 
英語圏の文化に対する興味関心が高められた。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
◎ＪＥＴﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ利用によるＡＬＴ２人（内１人は７月に帰国） 
◎民間委託のＡＬＴ ９月から１名（６時間／日，５日／週） 

 
 
 

決 算 額 ５，３８４ 千円 
事 業 名 研究指定校事業 

国 支 出 金  千円 
主 管 課 教育委員会 学校教育課 県 支 出 金 ２，６３０ 千円 

地 方 債  千円 
基本計画施策体系 第１章 － ４ 

そ の 他  千円 
款 項 目 ９ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２，７５４ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

 小学校英語活動研究指定校を七栄小学校に指定し，平成 16年度から３年間小学校にお

ける英語活動の指導内容や方法について研究する。 

 研究内容を市内の小学校に広めることにより，英語活動の水準の維持と向上に資するこ

とができた。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ＡＬＴを１名配置し実践研究を実施（６時間／日，５日／週，35週／年） 
◎研究紀要作成 80部 
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決 算 額 １，７３９ 千円 

事 業 名 国際化推進コーディネーター派
遣事業 国 支 出 金  千円 

主 管 課 教育委員会 学校教育課 県 支 出 金  千円 
地 方 債  千円 

基本計画施策体系 第１章 － ４ 
そ の 他  千円 

款 項 目 ９ 款 １ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 １，７３９ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

 小学校に優れた英会話能力を持った補助教員を配置することにより，児童の英語に対す

る興味関心が高まり，英語でコミュニケーションを図ろうとする意欲が見られるようにな

った。 
 英語圏の文化に対する興味関心が高まり，日本の文化についても理解を深められた。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
◎補助教員２名 七栄小を除く市内の小学校に配置 
 （４時間／日，140日／年） 

 
 
 

決 算 額 ４５７，１９９ 千円 
事 業 名 小学校改築事業 

国 支 出 金 １０４，０３８ 千円 
主 管 課 教育委員会 庶務課 県 支 出 金  千円 

地 方 債 ３０２，４００ 千円 
基本計画施策体系 第１章 － ４ 

そ の 他 ５０，０００ 千円 
款 項 目 ９ 款 ２ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７６１ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

建築後 28年経過する浩養小学校校舎は，老朽度合いを判定する耐力度調査の結果，規定さ
れる安全値が得られなかったため，平成16,17年度の継続事業により校舎の建替えをしたもの

です。平成17年度に新校舎が完成しました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 

◎改築工事の概要 

【建築工事】 

・構造 鉄筋コンクリート造 ・階層 ２階  ・延床面積 2,753.23㎡ 

 【電気設備工事】 

・自家用電気工作物設置工事 ・照明設備工事 ・電話設備工事 等 

【機械設備工事】 

  ・給排水設備工事 ・空気調和設備工事 ・浄化槽設備工事 等 
〔備考〕 
 
 
平成 18年度から庶務課から教育総務課へ名称変更 
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決 算 額 ２６８ 千円 

事 業 名 ブックスタート事業 
国 支 出 金  千円 

主 管 課 教育委員会 図書館 県 支 出 金  千円 
地 方 債  千円 

基本計画施策体系 第 1章 － １ 
そ の 他  千円 

款 項 目 ９ 款 ５ 項 ３ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２６８ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 
 

保健センターで行われる乳児健診時に，赤ちゃんに絵本を楽しんでもらうとともに，絵

本を通じて親子のふれあいの時間をつくるきっかけとなるよう実施する事業です。 
関係各課やボランティアとの連携により，｢子育て支援｣という面からもアプローチして

います。 
 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 ◎ブックスタート 12回実施， 参加者 388組 
 
 

 

決 算 額 ２４３，０１３ 千円 
事 業 名 下水道整備事業 

(下水道事業特別会計) 国 支 出 金 ３７，０００ 千円 
主 管 課 都市建設部 下水道課 県 支 出 金  千円 

地 方 債 １１８，８００ 千円 
基本計画施策体系 第５章 － ４ 

そ の 他 １２，８００ 千円 
款 項 目 １ 款 ２ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ７４，４１３ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

生活環境の改善及び公共用水域の汚濁防止を目的とした汚水管渠の整備と公共下水道

の普及促進を図りました。 

 平成 17年度末時点では，下水道全体計画区域1,086haのうち整備面積379haとなり，

整備率は34.9％となりました。 
〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎国庫補助事業  96,367千円 

・公共下水道測量設計 5件（日吉倉及び七栄地先） Ｌ＝1,046ｍ 

・公共下水道地質調査 3件（日吉倉及び七栄地先） 9箇所 

 ・公共下水道汚水枝線工事 4件（日吉倉及び七栄地先） Ｌ＝947.4ｍ 

・公共下水道路面復旧工事 2件（日吉倉地先）Ａ＝1,738㎡ 

◎単独事業 

 ・公共下水道測量設計1件（七栄地先） Ｌ＝180ｍ  4,935千円 

 ・公共下水道汚水枝線工事1件（日吉倉地先） Ｌ＝44ｍ  2,205千円 

 ・公共下水道管渠更生工事 （日吉倉地先） Ｌ＝93.56ｍ 11,865千円 

 ・公共汚水桝設置工事 27件   9,184千円 

◎印旛沼流域下水道事業建設費負担金 54,454千円 

  汚水の処理先である県印旛沼流域下水道の管渠，ポンプ場，処理施設等の建設に係る

関連市町村の負担金 
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決 算 額 ４０，５７１ 千円 

事 業 名 根木名川九号雨水幹線整備事業 
(下水道事業特別会計) 国 支 出 金 ２７，６００ 千円 

主 管 課 都市建設部 下水道課 県 支 出 金  千円 
地 方 債 １０，６００ 千円 

基本計画施策体系 第５章 － ４ 
そ の 他  千円 

款 項 目 １ 款 ２ 項 １ 目 

財源

内訳 

一 般 財 源 ２，３７１ 千円 
〔事業概要及び成果〕 
 
 
 
 

根木名川九号雨水幹線は，市施行による土地区画整理事業が施行中の七栄北新木戸地区

から日吉台地区の一部までを区域とする根木名川第七排水区における主要な幹線管渠で

す。 
本事業は下流部の既存水路の改修を行い，排水能力を向上させるとともに，日吉台地区

から区画整理事業地を結ぶ幹線上流部を新たに整備することにより，将来にわたり増加す

る雨水の円滑な排除を図るものです。 
 平成17年度は,雨水枝線工事と幹線の一部の測量設計並びに地質調査を実施しました。 

〔事業規模等（数量等に関する説明）〕 
 
 
 

◎まちづくり交付金充当事業 
 ・根木名川九号雨水枝線工事（七栄地先） Ｌ＝116.9ｍ  26,478千円 

 ・公共下水道根木名川九号雨水幹線測量設計（七栄地先）Ｌ＝680ｍ 10,185千円 

 ・公共下水道根木名川九号雨水幹線地質調査（七栄地先） 6箇所 2,730千円 

 


